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ハッピートーク～市長と語る子育て交流会～ 第３回 議事録 

            

開催日時 平成２１年８月２０日（木） 午後１時３０分～午後２時３０分 
開催場所 笠間子育て支援センター「みつばち」  
参 加 者 「みつばち」利用者６名 
市側参加者 山口市長、子ども福祉課長、健康増進課長、学務課長、笠間支所福祉課長、少

子化対策室長 
 
 
《フリートーク（意見交換）》 
１．子育てについて不安なところは？ 
２．出産について 
３．子育てに関する情報について 
４．幼稚園・保育所について 
５．マルフク制度について 
６．子育て支援センターの利用について 
７．子どもが遊べる場所について 
８．笠間市での子育てはしやすいですか？ 
 
《内容》 
１．子育てについて不安なところは？ 
【市側】 子育てをしていて不安なところはありますか？ 何かあったらと思うことはあり

ますか？  
【参加者】子どもがまだ小さいのであまり感じることはありません。今は育児休暇中で、ま

た働き出したら何か出てくると思います。小学校に入ってからのほうが心配です。 
【市側】 放課後児童クラブの利用者は多いです。核家族化で家に帰っても誰もいないとい

う家庭も多いですから。 
【参加者】中学生になれば、部活があると思いますが、小学校から帰ってきて一人で家にい

るのは、高学年になってもやはりさみしいです。 
 

２．出産について 
【市側】 出産はどこでされましたか？ 
【参加者】出産は水戸でしました。近くにあるといいのですが。 
【市側】 要望としては、小児科なども出ています。現実的には医師の確保が問題で、難し

いです。 
【市側】 子どもさんが減るということは、いろいろな面で影響が出ることです。 
【参加者】一度進学などで都会に出てしまった人が帰って来ないと思います。まち自体に魅

力をつくり、若い人が市から出ていかないようにすることが必要だと思います。 
【市側】 現実的には、仕事をするところがないなど、田舎に帰って来ないことが多いです

ね。 
 
【参加者】 妊婦健診は無料になったのですか。 
【市側】  今年度から補助対象の健診が、１４回になりました。 
【参加者】 里帰り出産では補助は受けられないのですか。 
【市側】  大丈夫です。病院によっては、いったん支払っていだたいて、後で精算になる

場合もありますが、マルフクと同じ要領です。 
 
【参加者】マタニティーマークは、以前は配られなかったが、今はどうですか？ 
【市側】 母子手帳をお渡しする際にシールタイプを同封しています。第一子の方にはキー

ホルダータイプもお渡ししています。 
 
３．子育てに関する情報について 
【市側】 今年６月から始まった「健康ダイヤル２４」をご存知ですか。２４時間、電話で

健康相談を受け付けるものですが、利用統計では、一番相談が多いのが、皆さん
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のような２０代～３０代の女性で、子育て世代の方々と思われます。ぜひ、利用
していただきたい。 

【市側】 いろいろな制度がありますが、行政では、そういう制度を皆さんに知らせること
が必要かと思っています。 

【参加者】妊娠してから、いろいろな情報を得て、分かることがあったので、婚姻届を出し
た方に、失礼かもしれませんが、ガイドブックなどを配って、周知してはどうで
すか。 

【市側】  市民課で転入者、保健センターで母子手帳を渡すときに一緒にガイドブックを配
っています。 

 
４．幼稚園・保育所について 
【参加者】私立幼稚園でも補助はありますか。 
【市側】 幼稚園就園奨励費補助制度があり、保護者の所得に応じて幼稚園の保育料を援助

します。 
【参加者】 以前住んでいたところでは、毎月の保育料も補助してくれていたのですが。 
【市側】 保育料は、年齢や保護者の所得によって決まっています。 
 

【市側】 時間は長く、預かってほしいというのが希望ですか。 
【参加者】そうです、もし、用事ができてしまったときに、「その時間までしか預かれません」

というのでは困ります。 
【市側】 幼稚園の延長保育は、私立はやっています。公立はやっていません。公立には延

長保育の必要のない人が入ってきます。必要な人は最初から私立を選んでいって
しまう傾向があります。 

 
５．マルフク制度について 
【参加者】 マルフクでは一度６００円を払って、後で戻ってくると思います。手間隙を考え

ると最初から支払わないようにすることはできないのかと思うのですが。以前に
住んでいた江戸川区では、自己負担そのものがありませんでした。 

【市側】  マルフク制度は、県補助に、市の独自の制度を入れた２重制度なので、どうして
もそうなってしまいます。 

 
 
６．子育て支援センターの利用について 
【市側】 子育て支援センターは週にどれくらい利用しますか。 
【参加者１】私は、毎回利用しています。支援センターの設置場所は、いいと思います。 
      毎回、同じ時間に来ているので、お友達もできました。 
【参加者２】今回、はじめて来ました。家に車が一台しかなく、夫が使用しているため、普

段歩いて出かけられる範囲にしか行けない。今日は、周遊バスを利用して来た。
よく行くのは公園だが、最近遊具が減っているように思う。子どもが遊べる遊
具がもう少しあればいい。 

【市側】 基本的には古い遊具は撤去している。撤去後には、前と同じ遊具を設置はしてい
ないと思います。 

     よく利用されるという友部駅前児童公園は、植木を撤去して、見通しはよくなっ
たと思います。 
今後も、トイレの改修などきれいにしていきます。遊具は増やす予定はないです。 

【参加者３】 石井地区の児童公園は暗い。 
【市側】  植栽の関係で暗いところがあるかと思います。自然に見えるようなばらばらの植

栽になっています。道路側から公園の部分だけ見えるようにしたいと思います。 
 
７．子どもが遊べる場所について 
【参加者】 雨の日に遊べるところがない。子どもが体力をもてあましています。開放してく

れる体育館などがあればいいと思います。家の中に２４時間、親子でいると息が
詰まってくる。 
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【参加者】 市民プールの再開をしてほしい。制度や施設が、若い人が住みよい町に。 
【市側】 老朽化が激しいので、プールはもうすぐ壊してしまいます。そのあと、市のプー

ルを建設するという計画はないです。 
【参加者】笠間で育ち、プールには楽しい思い出があるので、残念です。 
【市側】 小学校のプールを使って代替をしているのですが、市民プールと学校のプールと

は使用目的が違うので。 
【参加者】実家が福島県の郡山で、時間で区切って、有料で体育館が使えます。子どもが遊

べるようボールやフラフープが置いてあり、１時間何十円で使用できます。 
【市側】 そういうスペースがあれば、利用したいですか？ 
【参加者】あればうれしいと思います。 
【市側】 消防本部３階に体育館があります。一般の人にはあまり知られおらず、現在利用も

多くはないので、市民に開放できないか、有効利用するような検討をしてみたいと
考えています。 

【参加者】千葉県八千代市では保育園を午前中開放している。公民館の一部を子ども館とし
て入れるようにもしている。 

 
８．笠間市での子育てはしやすいですか？ 
【市側】 笠間市は子育てしやすいですか。 
【参加者】普通だと思います。特にしづらいとも思っていません。 
 
 
 


